
水問題の最前線問題の最前線

なぜ 伊良原ダムから
　　　水をもらえないの？

20242024

油木ダム 伊良原ダム

84％ 16％

油木ダム 伊良原ダム

53％ 16％
北九州市

31％
広域連携事業後は、
渇水や断水のリスクが低減されます。

シャワーをこまめに止める

１分間流すと約12ℓ

⇒ 毎日 10分間短縮す
ると月に約 720 円
の節約

流しながら食器を

洗うと平均 110ℓ

⇒ため洗いで約 20ℓ、
月に約 540円節約

蛇口をこまめに閉める

⇒月に約330円の節約

注水すすぎではなく、
ためすすぎで約55ℓの
節水

洗濯はためすすぎする 洗車はバケツを使う

毎週洗車する場合、
ホースではなくバケツ
を使うと210ℓの節水

⇒月に約168円の節約

で
0円

器を

均 110ℓ

いで約

に約330円の節

水
すすぎで約55
水

すす
約

と210ℓの節水

約 168円の節約

を使

⇒月

私たち一人ひとりの
　節水が日常を守ります。
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各月 1日の貯水量
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渇
水
と
異
常
気
象

国
土
交
通
省
「
日
本
の
水
資
源
（
水

資
源
白
書
）」
に
よ
る
と
、
気
候
変
動

の
影
響
で
水
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
地
域

的
、
時
期
的
に
不
安
定
に
な
る
可
能

性
を
示
し
て
お
り
、
水
源
の
多
様
化

を
図
る
と
と
も
に
、
節
水
の
取
り
組

み
を
進
め
る
な
ど
「
水
を
賢
く
使
う

社
会
」
の
構
築
が
必
要
だ
と
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
過
去
１
０
０
年
で
降
水
量

が
多
い
年
と
少
な
い
年
の
変
動
幅
が

拡
大
。
近
年
は
少
雨
化
の
傾
向
が
み

ら
れ
、
ダ
ム
な
ど
の
水
資
源
施
設
が

計
画
上
の
供
給
能
力
を
発
揮
で
き
な

く
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
指
摘
が
さ
れ
た
白
書
は

２
０
１
１
年
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
１
３
年
が
経
過
し
、

温
暖
化
を
始
め
と
す
る
異
常
気
象
の

度
合
が
高
ま
る
中
、
市
の
水
が
め
で

あ
る
油
木
ダ
ム
で
も
そ
の
影
響
が
顕

著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

令
和
に
入
り
、
貯
水
率
30
％
を
下
回

っ
た
回
数
は
４
回
、
貯
水
率
20
％
を

下
回
っ
た
回
数
は
３
回
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
平
成
に
比
べ
、
明

ら
か
に
頻
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
の
行
橋
市
で
は
、
２
月
現

在
の
貯
水
率
が
20
％
代
と
な
っ
て
お

り
、
前
例
に
な
い
水
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
少
雨
で
４
月
〜
５
月
の
農

繁
期
を
迎
え
れ
ば
、
事
態
が
さ
ら
に

深
刻
化
し
、最
悪
の
場
合
に
は「
断
水
」

も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行橋市は伊良原ダムから取水してい

る京築地区水道企業団から日あたり

3,800㎥の水量で協定を結び購入して

います。伊良原ダムは他の自治体にも

水の供給を行っているため、すべてを

行橋市に供給することはできません。

また、水を供給するための配水管につ

いて、協定を結んだ水量 3,800㎥を

送水するのに必要な最低限の送水能

力となっており、現状から大幅に送水

量を増やすことはできないのが現状

です。
市では、水源の8割以上を油木ダムに依存しています。

令和６年元旦、

新年を祝う団欒を直撃した突然の出来事に、手が止まった方も多いので

はないでしょうか。

能登半島地震の被災地では、未だに断水が続いている地域があります。

「蛇口をひねれば水が出てくる」

そんな日常を奪われた姿が連日報道されていますが、この地域でも「渇水」

という名に変えて現実味を帯びてきています。

お問合せ：上水道課 (内線 1267)

解
決
へ
の
道
す
じ
ー
水
源
の
多
様
化
の
意
義
ー

近
年
の
渇
水
の
主
な
原
因
は
前
述
の
通

り
、
異
常
気
象
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
行
橋
市
を
含
む
当
地
域
で
は
、

加
え
て
主
要
水
源
で
あ
る
油
木
ダ
ム
の

貯
水
能
力
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
貯
水

率
低
下
が
生
じ
や
す
い
傾
向
の
油
木
ダ

ム
へ
の
依
存
度
が
、
行
橋
市
で
は
現
在

84
％
と
非
常
に
高
く
、
油
木
ダ
ム
の
貯

水
率
低
下
が
そ
の
ま
ま
行
橋
市
の
渇
水

リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
現

在
、
行
橋
市
の
日
あ
た
り
計
画
最
大
給

水
量
は
２
３
，
８
０
０
㎥
で
、
そ
の
う

ち
２
０
，
０
０
０
㎥
は
主
要
水
源
で
あ

る
油
木
ダ
ム
か
ら
流
下
す
る
水
を
行
橋

市
の
浄
水
場
で
浄
化
し
た
も
の
で
、
全

体
の
約
84
％
、
残
り
の
３
，
８
０
０
㎥
、

全
体
の
16
％
は
京
築
地
区
水
道
企
業
団

（
以
下
企
業
団
）
か
ら
購
入
し
て
い
ま

す
。（
図
１
）
そ
こ
で
解
決
へ
の
道
す

じ
と
し
て
、
こ
の
高
い
依
存
度
を
低
減

さ
せ
る
た
め
に
水
源
の
多
様
化
を
考
え

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
北
九
州
市
か

ら
水
を
購
入
す
る
事
業
と
し
て
行
橋
市

・
北
九
州
市
・
苅
田
町
で
「
水
道
事
業

の
広
域
連
携
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広
域
連
携
が
実
現
す
る
と
、
行
橋
市

は
北
九
州
市
か
ら
最
大
７
，
２
０
０

㎥
の
水
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
油
木
ダ
ム
約
53
％
、
伊
良
原

ダ
ム
を
水
源
と
す
る
企
業
団
か
ら
の

浄
水
受
水
が
約
16
％
、
北
九
州
市
か

ら
の
浄
水
受
水
が
約
31
％
な
り
、
油

木
ダ
ム
へ
の
依
存
度
が
大
幅
に
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
図
２
）

ま
た
、
広
域
連
携
後
は
、
北
九
州
市
・

行
橋
市
・
苅
田
町
合
わ
せ
て
最
大
約

９
，
７
０
０
㎥
／
日
の
水
を
今
川
（
油

木
ダ
ム
由
来
）
か
ら
使
用
し
な
く
な

り
、
今
川
の
使
用
量
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
、
つ
ま
り
油
木
ダ
ム
の
貯
水
量

を
温
存
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
、
こ
の

こ
と
も
渇
水
リ
ス
ク
の
低
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。

現
在
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

水
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
地
域
的
、
時

期
的
に
不
安
定
化
し
て
い
く
可
能
性

は
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
行
橋
市
で
は
気
象
条
件
に

左
右
さ
れ
に
く
い
新
た
な
水
源
の
確

保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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